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2Ba‾7　　　携行品の運搬における背｀負いと手提げ法の有川･吐

　　　　　　　　○;森　由糸己＊　オこ岡･悦子＊Ｉ大布t如］子＊＊

　　　　　　　　　（゛甲南女大短大、＊* 静岡大）

　　　目白勺　　■5延＆、杉?苛了召､び）i又糾・mi般にクくかせないものとして、リュックサックが月］い

　　られたことは「阪t'f大震災被災者の衣生hlr^子助」の剌を告で明らかにさオx、その月1「Liとして

　　「動作性の良さ」などが多くみられた。そこで、手提げによる携行との呻にどのような差

　異があるのか、実験を通して生体の反応および主観調査から比較検討する。

　　　方?去　　同一M蜀i.の召j’吻をリュック・手寸是げの２方?たでおり予し、平埋嗇ii、上りー下りを

　含む一対こIχ間のぞs:^子起馬灸を^子った。id疏～12汲のf建丿曳な女子5名;（柔j廼　X 159. 4cra・ｓ

　5. 4cm、i木tri　X 54. 6kH ･．ｓ 11. 5k只）の11支杉芝=者それぞれにっいて、月斤男sタイム、尼ヽ捉l悉父お

　よびづお委女の亥ffi!;を浬ﾘ;定するとともに、J父禄ビデオカヽら歩吋酒助ｲ乍をmi斤した。-fJI-せてま吋子二匙

　冷?殺の:iコ呪m∃J^をm駒し、f呵～mがV/'iにっいて杉mを力IIえた｡

　　　紀iJ?!:　　ほとんどの争皮1灸者において、手･f>?iげI時が1¶?負いII*によヒベて心ヽ白≪改の」ユ昇がプ（き

　　く、こ時に上り参対子1時において、inii者川）にｲr海港モカ<mめられた。;所男Sタイムにっいては、初

　杉ｕ者間に有゛志:’吐ヵヾみられ、毛ヽご拍委Sびこ）_ヒnがみられなかｰつた一合l5皮t灸老μこおいては、手4是げ

　D寺に呼号負いD寺よりも8. Z％の･迎1れを示した。三iコ睨m杏.では、□腕のi皮れ」「」二り」月子［啼の

　{djの皿（さ）に弔y角い・手IS-げ間の了了-さmがみられた., なお、据ﾉ'jがノI^さいわ釘灸丿昔の、手掴1

　げ斟iち手mの7可ｲ頃命1角ヵべ柵1めて／卜となること力^ai面ビデオi画ｲ匁からあ11み耳又れた。

　　　多皮災ﾆきの衣二二浸^子昶jにみられたリュックサックi吏月は、'■＼勿?彭^T【時人i木への負柱!を'賤拓と

　する有用な方法であるということが明らかとなった。ii'i行品の内容とりこl "Jクの形態■ わ

　多いこついても=吟i％した。

2Ba－8 高齢女性の衣服と体形に関する意識

渡逡敬子* ○高部啓子¨　大村知子^¨
(゛大妻女大大学院，¨大妻女大短大I静岡大教育)

目的　わが国では、2020年には超高齢社会に達すると言われ、他に例をみない急速な高齢化へ

の対応が必要とされている。衣服に関しても高年齢者のニーズに合ったものを供給するため、

まず、彼らの衣服に関する意識や抱える問題を明らかにする必要がある。本報では、特に衣服

の身体適合の問題に着目して中年女性との比較を交え、それらの問題について検討した。

方法　調査は、1994年6月から9月上旬にかけて、関東地区から中部地区の高齢女性（65歳～91

歳、平均年齢73.2歳）273名と、比較集団としての中年女性（38歳～64歳、平均年齢49.6歳）

　266名を対象に質問紙調査を実施した。質問内容は、衣生活と衣服の身体適合及び、自己の身

体の形態的特徴に関する意識などである。これらの回答結果に、クロス集計、χ'検定、因子

分析を用いて検討した。

結果　既製衣料に対する不満の原因は、中・高年とも”体に合わない”が第１位で、特に高齢

女性ではその半数が不満としていた。そこで、衣服の着脱、形態適合、寸法の不都合について

尋ねたところ、高齢女性は着脱と形態適合に関するほとんどの項目において下都合と答える割

合が高く、特に上肢の動きに関わる項目や姿勢と関連が深い項目において中年女性との間に有

意な差が認められた。次に衣服の身体への形態適合と身体特性との関連をみるために因子分析

を行った結果、因子として高齢女性では①周径に関して適当なサイズがないという不満、②部

分的な適合に関する感度、③丈に関する不満、④下衣の周径に関する不満、⑤姿勢とそれによ

って生じる不適合感などが得られた。しかし、衣服の形態適合の問題と身体特性との関連は中

年女性の結果に比べて明確でなかった。
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